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　　　　　食の達人を認定

　「食の達人・食の語り部」の認定式が
食文化館で行われました。
　この制度は、食にかかわる人々の優れた
「技術・知恵・知識」などを尊び、誇りと
するとともに、交流・体験の場などで積極
的に活用することで技術などの普及や後
継者の育成などを目的としています。

　　　　　国分文化財愛護少年団の掃除

　国分文化財愛護少年団の団員が、国分寺（釈迦堂、釈
迦如来座像など）の清掃を行いました。この清掃活動は、
毎年入団式のあるこの時期とお盆前、年末の年３回行わ
れています。掃除が終わって、きれいになった大仏様は、
感謝しながらほほえんでいるようでした。
　同少年団は、昭和 44 年に小浜市が文化財愛護活動推進
地域に指定されたことがきっかけで発足した団体です。
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　　　　　足湯開き

　食文化館１階のマリンデッキで足湯開
きが行われました。冬期休業のため、４
カ月ぶりの再開となりました。訪れた小
浜第１保育園の園児 21 人が早速足をつ
けて、「あったか〜い」「気持ちいい〜」
などの歓声を上げていました。
　利用時間は９時から 18 時までで、無
料です（休館日は第３水曜日）。

４/２

　　　　　若狭西街道が完成

　上野と高浜町馬居寺を結ぶ広域農道
「若狭西街道」が全線完成し、しゅんこ
う式と開通式が行われました。西街道は、
分散する農村集落間のアクセス向上を目
指して、県が平成７年度から整備を進め
てきたもので、総延長 22.8㌔、総事業費
約 320 億円。地域農業の振興や利便性の
向上だけでなく、観光面での相乗効果も
期待されます。
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認定者は次のとおりです。
【食の達人（部門・内容）】
❖岡崎豊（食品加工・みそ）
❖長谷川政明（農業、料理・雑穀）
❖吉見妙子（料理・家庭料理）
❖仲野實（水産業・アユの養殖）
❖林工（水産業・アユ釣り）
❖食生活改善推進員連絡協議会すこやか
　会中名田地区（料理・のっぺい）
❖遠敷地区ふるさとづくり推進会（食品
　加工・釜いり茶）
❖宮川勢紀子（料理・赤トウガラシのこ
　うじ付け）
※食の語り部の応募はありませんでした
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